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ン
側
が
負
担
す
る
の
で
、
お
金
を
か
け
た
演
劇
制
作
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
演
劇
シ
ー
ズ
ン
は
、
過
去
に
上
演
さ
れ
評
価
の
高
い

作
品
を
も
う
一
度
見
た
い
と
い
う
声
に
応
え
て
再
演
の
み
で
構

成
さ
れ
る
。
観
客
に
対
し
て
一
定
の
完
成
度
を
保
証
し
、
実
績

の
あ
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
演
劇
の
社
会
的
位
置

を
築
こ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
毎
回
の
演
劇
シ
ー

ズ
ン
を
、
幅
広
い
観
客
の
期
待
に
応
え
て
、
多
様
性
の
あ
る
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
新
た
な
挑
戦
や
、
発
展
途
上
の
も
の
を
取
り
上
げ
る

こ
と
は
難
し
く
、
こ
れ
は
ま
た
別
の
支
援
枠
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
年
二
回
各
一
カ
月
の
演
劇
シ
ー
ズ
ン

の
根
幹
を
担
い
、
札
幌
市
民
の
み
な
ら
ず
観
光
客
を
も
魅
了
す

る
文
化
催
事
と
し
て
成
立
さ
せ
る
創
造
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力

量
を
い
か
に
蓄
積
す
る
か
、
で
あ
る
。
演
目
の
枯
渇
を
回
避
し

て
、
い
か
に
発
展
的
な
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る
か
。
そ
の
対

策
の
ひ
と
つ
が
、
二
〇
一
六
―
冬
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
レ
パ
ー

ト
リ
ー
作
品
」
の
上
演
で
あ
る
。『
亀
、
も
し
く
は
・
・
・
。』
は
、

二
〇
一
二
―
冬
の
第
一
回
演
劇
シ
ー
ズ
ン
で
上
演
さ
れ
た
作
品

で
あ
る
。
歌
舞
伎
十
八
番
の
よ
う
に
、
欧
米
の
劇
場
が
営
々
と

蓄
積
し
て
い
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
の
よ
う
に
、
何
度
見
て
も

面
白
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
作
品
を
い
か
に
生
み
出
し
て
い
け
る
か
、

そ
れ
が
演
劇
シ
ー
ズ
ン
の
今
後
を
拓
く
鍵
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年　

ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
別
・
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
Ⅳ　

安
念
優
子

五
〇
〇
人
か
ら
の
人
出
が
あ
り
ま
す
。

（
収
益
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
供
の
保
養
へ
の
寄
付
か
ら
、

現
在
は
福
島
原
発
避
難
の
子
供
達
へ
の
活
動
に
寄
付
）

二
月
は
、
江
別
の
多
喜
二
祭
。

三
月
は
一
カ
月
間
、
脱
原
発
芸
術
祭
、
五
年
目
。
七
〇
人
前
後

の
出
展
・
ス
テ
ー
ジ
で
の
「
つ
く
る
み
劇
場
」。

三
月
・
七
月
・
一
二
月
は
、
酪
農
大
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
コ
ン
サ
ー

ト
。春

と
秋
は
、
大
学
の
落
研
か
ら
プ
ロ
に
な
っ
た
林
家
卯
三
郎
が

大
阪
か
ら
。

一
九
八
一
年
に
立
ち
上
げ
た
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
、
今
年
で

三
五
年
に
な
り
ま
す
。（
不
思
議
に
、
札
幌
で
は
駅
裏
八
号
倉
庫

が
始
ま
る
同
じ
年
で
し
た
。）

市
内
を
、
ど
も
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
と
移
転
し
、
旧
郵
便
局
の
こ
こ
に

き
て
Ⅳ
に
な
り
一
〇
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
建
て
の
一

階
（
半
地
下
）
は
、
平
台
や
道
具
・
楽
屋
・
印
刷
・
コ
ピ
ー
機
・

安
念
の
仕
事
部
屋
、
暖
房
の
薪
ス
ト
ー
ブ
と
台
所
。
二
階
は
小
劇

場
（
七
〇
人
収
容
）
と
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
三
階
は
主
宰
の
私

達
の
夫
婦
の
自
宅
。

一
月
初
め
は
二
六
年
に
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
市
、
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一
二
月
は
五
〇
団
体
以
上
が
出
演
参
加
す
る
ど
も
興
業
（
芝

居
・
音
楽
・
映
画
・
ダ
ン
ス
。
ジ
ャ
ン
ル
問
わ
ず
の
二
〇
分
）。

年
末
は
、
三
五
年
間
、
恒
例
の
三
〇
日
の
餅
つ
き
。

二
月
、
七
月
、
八
月
と
自
前
劇
団
の
公
演
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
月
一
の
飛
び
入
り
ラ
イ
ブ
、
絵
画
教
室
・

貸
し
ス
ペ
ー
ス
。

道
内
、
内
地
や
海
外
か
ら
ジ
ャ
ズ
他
、
民
族
音
楽
な
ど
の
コ

ン
サ
ー
ト
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
芝
居
公
演
、
映
画
上
映
。

昨
年
は
、
親
子
で
「
せ
ん
そ
う
の
お
は
な
し
へ
い
わ
の
お
は

な
し
」
―
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
き
く
こ
と
、し
る
こ
と
、

た
べ
る
こ
と
―
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
た
ち
と
取

り
組
み
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
慰
安
婦
パ
ネ
ル
展
や
、
映
画

会
と
同
時
期
で
し
た
。
東
北
避
難
者
の
方
が
、
毎
年
八
月
に
家

族
で
食
べ
て
い
た
す
い
と
ん
（
団
子
汁
）
を
つ
く
り
、
一
〇
〇

人
近
い
親
子
の
み
な
さ
ん
と

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
（
国

会
の
安
保
法
制
の
強
行
採
決

の
時
期
と
重
な
り
、
世
代
を

超
え
た
会
話
が
生
ま
れ
ま
し

た
）。三・

一
一
以
後
、
原
発
避

難
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
と
支

援
者
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も

参
加
す
る
影
絵
や
、
お
父
さ

ん
達
の
バ
ン
ド
な
ど
参
加
型

の
取
り
組
み
、
マ
ル
シ
ェ
な

ど
、
多
彩
に
拡
が
っ
て
来
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
一
年
を
振
り
返
る
と
、
私
達
の
こ
の
空
間
は
、
地

域
の
暮
ら
し
の
中
の
劇
場
だ
な
あ
…
！
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

す
ね
。
特
に
こ
の
二
、三
年
は
、
創
る
・
表
現
・
食
べ
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ど
も
の
運
営
の
下
支
え
は
、
舞
台
・
客
席
作
り
の
力
仕
事
か

ら
制
作
周
辺
を
、
歴
代
の
劇
団
員
が
担
つ
て
き
ま
し
た
（
若
者

の
力
が
無
い
と
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
動
け
な
い
…
！
）。

今
年
も
近
く
の
外
輪
船
も
含
め
、
子
供
た
ち
が
参
加
す
る
企

画
や
、
日
々
の
暮
ら
し
が
元
気
に
な
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
創
り
だ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

な
に
よ
り
も
、
私
達
の
人
生
の
自
由
の
た
め
に
！　

未
来
に

生
き
る
小
さ
な
人
た
ち
の
た
め
に
！
！
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